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Summary 
This study identifies the issue of a sense of time restriction on care managers' work， and presents 
its' concept. Literature related to the work pressure on care managers and their lack of time was 
reviewed. In care management， the issue of finding the appropriate time balance between care 
management and clerical work because of the physical lack of time for care managers was 
confirmed. Moreover， the psychological state of care managers' subjective lack of time and time 
pressure are assumed to be a sense of time restriction on their work. Thus， the necessity of 
conducting advanced empirical research on the sense of time restraint on care managers' work 
was suggested. 
Keywords: 介護保険制度，ケアマネジメント，事務処理，時間不足，時間的拘束感
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(小田切 44)) 拘束感Jを下位 -育児をしていると，自分の好きなことができないと思う概念尺度とした -育児は，辛い仕事だと思う
-ひとりでのんびりする時聞がほしい
育児ストレス尺度 「育児拘束感j -子育てで自分の時間をとられてしまう




教 障害児育児負担感 動に関する制限 -子育てに追われ，家族や親族との関係がだんだん疎遠になると感じる





野 特別な教育的支援 「拘束感」を下 を見にきてもらいたいにおける悩み尺度 -ボランティアや図書委員として自信を持たせたいが，段取りや指導に時









負担感尺度 r (社会生活の) -介護で体のあちこちに負担がかかっている








評価尺度(安部 5り 感」を下位概念 -介護のために，自分のやりたいことができる時間が少なくなったとした -介護のために，自分の時間が制約されているような気がする
-介護をしているので，他のことをする余裕がなくなっていると思う
介護支援専門員の 「拘束感Jを下 -時間外や休日の対応が多い職業上ストレス尺




生活科学研究誌・ Vol.11 (2012) 
さらに，介護支援専門員に関する拘束感について，わ に関係しているものと考えられる.そのため， r時間的拘
ずかの文献ではあるが，介護支援専門員の職業上ストレ 束感Jの近似概念である「業務負担感J，r役割過重」と
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ケアマネジメント実践における介護支援専門員
の「時間的拘束感」に関する文献的検討
命秀娼
要旨:本稿では，ケアマネジメント実践における介護支援専門員の「時間的拘束感」に関する課題を提起し， r時
間的拘束感」に関する概念を提示することを目的に，介護支援専門員における業務の多忙さや時間の不足などの
現状を検討した先行研究の整理を行った.その結果， r介護支援専門員が，限られた業務時間内で，利用者対応な
ど、のケアマネジメント業務と給付管理業務を含む事務処理との聞で，適切な時間配分のバランスが取りにくい状
況の中で，時間不足や心理的に追い詰められ時間に拘束されている感覚Jを，介護支援専門員の「時間的拘束感」
と捉えることにした.さらに，今後，ケアマネジメント実践における介護支援専門員の「時間的拘束感Jに関す
る実証的研究を進める必要性を示唆した.
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